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保健授業についての悩み事に関する質的研究

─　コロナ禍による影響を踏まえて　─
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A Qualitative Study of Novice Health and Physical Education Teachers' Concerns about Health 
Classes in Light of the Impact of the Coronavirus Pandemic
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Abstract: The purpose of this study was to clarify the actual concerns about health classes 
harbored by novice health and physical education teachers by using a qualitative research 
method. The participants were four health and physical education teachers who had just 
commenced working as such. A semi-structured interview survey was conducted with them, 
and SCAT was used as the analytical method. The results of this study revealed the following 
three points. (1) Novice health and physical education teachers faced challenges to stimulate 
students' interest, and to set the central theme of the class by an introduction apposite for 
"proactive learning" in class. (2) Novice health and physical education teachers experienced 
problems with "interactive learning" in health classes, especially during the coronavirus 
pandemic, and dialogue between students and between students and teachers suffered. (3) 
Novice health and physical education teachers had problems with the introduction of the class, 
the setting of the central theme of the class, and an environment that enabled students to 
acquire knowledge, as in "authentic learning," in the health classes.
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Ⅰ　緒言

　現在，学校教育において，教員注１）の資質能力注２）

向上及び教育内容の更なる充実が求められている。こ
の背景には，子どもたちに対し，現代社会の急速な変
化に対応するための資質・能力を身に付けさせること
の重要性が挙げられる（長岡，2020）。とりわけ体育科・
保健体育科においては，教員の資質能力向上に直結さ
せるべく，これまでに，教育実習生及び教員が抱える
体育授業に関する心配や悩み事に関する研究が行われ

てきた（例えば，加登本ほか，2010，2011；木原ほか，
2003，2004）。これらの先行研究では，体育科・保健
体育科の教育実習生，並びに，各学校種で体育授業を
担当している教員が，体育授業について心配している
ことや悩んでいることを手掛かりとして，その支援の
方策について検討されている（加登本ほか，2010）。
　一方で，保健体育科は体育と保健の合科であるもの
の，保健については研究上の関心があまり集まってこ
なかった（野津，2020）。他方で，学校現場においては，
体育授業に比べて，保健授業に対する苦手意識を持っ
ている教員が多く（中川・高橋，2010），教員への保
健授業に関する支援は，保健科教育学における最も大
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きな課題の１つであるとされている（上地，2020）。
したがって，保健体育科教員の保健授業に関する悩み
事の実態を調査する研究，並びに，その支援の方策を
導き出す研究の価値は高いと思われる。
　数少ない保健授業の悩み事に関する研究として，加
登本・辻（2020）及び岩田ほか（2012）が挙げられる。
加登本・辻（2020）は，小学校教員が保健授業につい
て，どのような事項に困難を抱えており，また，その
解決のためにどのような方法をとっているのかについ
て検討している。また，岩田ほか（2012）は，中学校
及び高等学校の保健体育科教員が保健授業や体育授業
を行う上で，どのような事項を悩み事と捉えているの
か，また，それらの悩み事をどのように解決しようと
しているのかについての現状を明らかにしている。
　しかしながら，これらの先行研究はいずれも，質問
紙を用いて定量的な調査を実施した上で展開された研
究であり，教員が抱える保健授業についての悩み事に
関する一般的な傾向を把握することにとどまってい
る。木原（2006）は，教員が抱える課題について，学
校や同僚教員によって多様であるため，対象に共通な
一般性よりも，対象の多様な特質を把握することの重
要性を指摘している。この指摘を踏まえると，「研究
対象の有する具体性や個別性や多様性を通して一般性
や普遍性に迫る」（大谷，2019，p.29）質的研究を用いて，
個々の教員が有する保健授業についての悩み事に関す
る実態を導き出し，事例研究として知見を蓄積してい
くことは有意義であると考えられる。
　また，近年の教諭の大量退職・採用の影響により，
若手注３）教諭が増加しており（山田ほか，2020），若
手教諭の力量形成は，学校現場における喫緊の課題で
ある（中妻，2021）。その中で，吉崎（1997）は，特
に新規採用１年目について，教員生活において最も成
長する時期であると同時に，最大の危機に直面する時
期であるとしている。したがって，初任教諭が抱える
悩み事の実態を把握する研究の実施は，特に重要であ
ろう。
　加えて，新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
よって，2020年２月末から全国的な一斉休校を余儀な
くされた。小村（2020）は，コロナ禍において学校現
場が抱える不安や問題を共有することの重要性を指摘
しているが，このような未曾有の状況における初任保
健体育科教諭の悩み事を資料として残すことによっ
て，今後，同様の非常事態が生じた場合における，支
援方策の検討に寄与することができると思われる。
　そこで本研究では，初任保健体育科教諭が抱える保
健授業についての悩み事の実態を，質的研究法を用い
て事例的に明らかにすることを目的とした。また，新

型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を加味した上
で調査・分析を実施し，コロナ禍において新規採用さ
れた教諭特有の悩み事についても導出することを目的
とした。

Ⅱ　方法

１．分析の視点
　現在，学校現場においては，平成29・30年告示学習
指導要領の趣旨に則って，「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善が求められている。中学
校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編（文部科
学省，2017）において，「主体的・対話的で深い学び」
は，以下の通り解説されている。
　まず，「主体的な学び」とは，「学ぶことに興味や関
心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けな
がら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習
活動を振り返って次につなげる」（p.78）ことを指し
ている。また，「対話的な学び」とは，「子供同士の協
働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛
かりに考えること等を通じ，自己の考えを広げ深める」

（p.78）学習を意味する。そして，「深い学び」とは，「習
得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の
特質に応じた『見方・考え方』を働かせながら，知識
を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査
して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考
えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向か
う」（p.78）学びを指す。
　無論，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善は，保健授業においても例外ではない（野
津，2020）。加登本・辻（2020）において，小学校教
員が抱える保健授業についての悩み事のうち，「主体
的・対話的で深い学び」の実現やそれにつながる学習
活動の組織・教材の工夫が全体で最も高い割合だった。
このことを踏まえると，「主体的・対話的で深い学び」
の実現における，初任保健体育科教諭の保健授業につ
いての悩み事を明らかにする意義は大きいと思われ
る。以上を踏まえ，本研究では，「主体的・対話的で
深い学び」を分析の視点として据え，調査及び分析を
実施した。

２．対象者
　対象者は X 県内の中学校及び高等学校に勤務する，
初任保健体育科教諭４名であった（表１）。なお，「若手」
の定義にも当てはまるように，非常勤講師経験も含め
た教員歴が５年以内の者を対象者として選定した。
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３．調査方法及び調査内容
　調査方法について，各対象者に対して，Web 会議
システム Zoom を用いた半構造化インタビューを実施
した。調査時期は，新規採用１年目の各学期の終了後

（①2020年８月，②2020年12月，③2021年３月）であり，
各対象者につき計３回インタビューを実施した。
　まず，新規採用１年目の各学期後に調査を実施した
理由として，多くの先行研究において，初任教諭の成
長・変容について論じられており（例えば，斎藤ほか，
2009；坂本，2007；都丸ほか，2010），その成長・変
容の様子を見取るためにも，縦断的に調査を行うこと
が重要であると考えられたからである。この新規採用
後１年間の継続的なインタビューについては，質問項
目が記されたインタビューガイド（表２）に基づいて
実施された。インタビューガイドは，加登本・辻（2020）
を参考に，著者間で協議を重ね，作成した。インタ
ビュー内容は iPhone のボイスメモに録音した。

化したデータを記述し，それぞれに〈１〉データの中
の着目すべき語句，〈２〉〈１〉を言い換えるためのデー
タ外の語句，〈３〉〈２〉を説明するための語句，〈４〉
そこから浮かび上がるテーマ・構成概念の順にコード
を付していくコーティングと，〈４〉を紡いでストー
リーラインを記述し，そこから理論を記述する質的分
析法である。SCAT は比較的小規模なデータにも適
応可能であるため，対象者が４名である本研究の分析
に用いることとした。
　また，SCAT を用いている佐藤・相良（2021）の
方法を参考に，SCAT による分析から得られた理論
について，本研究の分析の視点，すなわち，「主体的
な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」に即して，対
象者毎・学期毎に分類した。その際，複数の視点に関
連する理論があることが確認されたため，それらの理
論については，双方の視点に含めることとした。加え
て，本研究の分析の視点のいずれにも分類が困難な理
論は，「その他」に分類した。
　さらに，分析の内的妥当性を高めるための手立てと
して，「メンバー・チェック」及び「仲間同士での検証」
を実施した（メリアム，2004）。具体的には，「メンバー・
チェック」について，逐語録の作成後及び分析結果の
創出後の計２回，各対象者に分析の過程を提示した。
なお，「メンバー・チェック」に伴う修正は無かった。
他方，「仲間同士での検証」について，筆頭著者が分
析を実施した上で，各対象者の分析結果が創出される
度に，共同著者に対して意見を求めた。共同著者が修
正の必要性を感じた箇所については，著者間で討議し，
修正を行った。

５．倫理的配慮
　調査の実施前に，対象者に対し，研究目的や研究内
容，成果公表時の留意事項などについて，書面にて説
明した。また，インタビュー内容を録音することに関
しても説明を行い，これら全ての事項に対して同意を

表１　対象者の概要

A

1×2
2×1
3×2

B

1×1
2×2
3×1

C
1×1

D
2×1

表２　インタビューガイド

1

2

3

４．分析方法
　インタビューの音声記録から作成した逐語録につい
て，質的分析法である SCAT（大谷，2019）を用い
て分析を行った。SCAT は，マトリクスの中に切片
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得た上で調査を実施した。

Ⅲ　結果

　４名に対するインタビューから得られた逐語録につ
いて，SCAT を用いて分析し，得られた理論を表３
及び表４に示した。なお，本章及び次章において，【】
内は SCAT による分析の過程で生成された構成概念
を示している。

Ⅳ　考察

１．「主体的な学び」の実現に関連する悩み事
　全ての対象者は共通して，「主体的な学び」の実現
に関連する悩み事を抱えていた。また，教諭 A 及び
教諭 B においては，１年間，「主体的な学び」の実現
に関する悩み事が継続していた。加登本・辻（2020）
では，若手小学校教員が保健授業で最も困難に思って
いることとして，「主体的な学び」が挙げられた。こ
のことから，初任保健体育科教諭を対象とした本研究
においても，先行研究と類似した結果が得られたとい
えよう。また，岩田ほか（2012）の量的な調査において，
保健体育科教員は，教員歴を問わず，生徒の興味を引
き出す保健授業の実施に難しさを感じていることが明
らかにされている。本研究の結果から，初任保健体育
科教諭における具体的な「主体的な学び」の実現に関
連する悩み事の実態として，次の２点が考えられた。
　１点目は，授業導入の工夫による生徒の興味・関心
の喚起についての悩み事である。「主体的な学び」の
提唱により，生徒の興味・関心を重視する方向性は一
層明確化されたという（埜崎，2021）。しかしながら，
例えば，教諭 B は【導入に対する苦手意識】を抱い
ており，インタビューの分析から，【導入において学
習の必然性を理解させることによる意欲の継続】とい
う構成概念が生成された。また，教諭Cのインタビュー
では，【導入における生徒の興味を引く発問】に関す
る悩み事が語られた。
　保健学習授業推進委員会（2013）は，保健授業に対
する生徒の学習意欲に関わって，知的な興味・関心を
高めるような授業づくりの必要性を指摘しているが，
このような生徒の興味・関心を高める役割を担ってい
るのは，授業における導入であると考えられる。友部

（2020）も，各授業の導入において単元の学習課題を
確認しながら，明確な意図をもった発問・活動によっ
て，生徒がその後の授業に主体的に参加する可能性を
指摘している。このような生徒の「主体的な学び」の
実現に資する授業の導入について，初任保健体育科教

諭は自身の力量不足から，悩んでいる実態が窺えた。
　２点目は，授業の中心となる課題の設定についての
悩み事である。教諭 B のインタビューでは，【生徒の
関心を向上させる課題及び導入の検討】に関する悩み
事が語られた。また，教諭 D のインタビューの分析
からは，【生徒が主体的に取り組む課題の設定】とい
う構成概念が生成された。生徒が主体的に取り組むた
めには，知識の教授だけではなく，生徒が自ら考えた
くなるような課題が必要であると思われる。しかしな
がら，今回のインタビューからは，各授業において，
そのような課題を設定すること，あるいは，単元を通
した課題を設定することに，初任保健体育科教諭が悩
んでいることが推察された。岩田ほか（2012）では，「主
要科目でないため，なかなか本気で学習してくれない」

（p.154）という悩み事を抱える保健体育科教員の存在
が明らかになっている。一方，本研究の対象者におい
ては，悩みの原因を自らの力量不足という自責思考に
している点に特徴があった。森（2015）は，生徒が意
欲的に学ぶためには，「保健の授業はおもしろい・楽
しい」と親や仲間に語るような状況をつくりださなけ
ればならず，そのためにまずは，授業者である教員が

「授業はおもしろい・楽しい」と考え，取り組むよう
にしなければならないと指摘している。このことを踏
まえながら，初任保健体育科教諭は，【授業者の授業
内容に対する興味・関心の重要性】を認識し，授業の
導入及び授業の中心となる課題を工夫する必要がある
と考えられる。

２．「対話的な学び」の実現に関連する悩み事
　初任保健体育科教諭の抱える「対話的な学び」の実
現に向けた悩み事は，「主体的な学び」及び「深い学び」
と比較すると少なかった。また，１年間を通して継続
された「対話的な学び」の実現に向けた悩み事はなかっ
た。加登本・辻（2020）においても，小学校教員全般
の「保健授業で困難に思っていること」として，「主
体的学び」，「深い学び」に次いで「協働的学び」が挙
げられているが，初任保健体育科教諭を対象とした本
研究においても，類似した結果が得られたと捉えるこ
とができよう。その中で，「対話的な学び」の実現に関
連する悩み事の実態として，大きく２点が挙げられた。
　１点目は，コロナ禍における「対話的な学び」につ
いての悩み事である。本研究は，新規採用と同時に新
型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受けた初
任保健体育科教諭を対象としたため，このような悩み
事が表出したと考えられる。具体的には，【コロナ禍
において求められたグループ活動の制限】が挙げられ
る。鈴木（2022）はコロナ禍による影響について，グ



─ 320 ─

初任保健体育科教諭が抱える保健授業についての悩み事に関する質的研究
―　コロナ禍による影響を踏まえて　―

ループでの話し合い活動に制限がかかっていることが
大きいと述べている。さらに，新型コロナウイルス感
染症の感染拡大が収まってきても，新たに【対話的な
学びにおける活発な意見交換の実現】に関する悩み事
を抱いていた。これは，コロナ禍において，初任保健
体育科教諭も，そして生徒も，グループ活動のある保
健授業を経験していないため，何をどう話し合わせた
らよいのか，あるいは，何をどう話し合ったらよいの
か，ということがわからない状況が生まれたことが背
景として考えられる。このような状況は，仲井（2022）

においても報告されており，河村ほか（2021）は，「対
話を重視する新たな学習指導要領に基づいた教育実践
と，人との接触・密を避ける新型コロナウイルスの感
染予防の徹底とのバランスをどうとって成果をあげて
いくのか，『正解』も見えない中，試行錯誤をしている
状態」（p.222）と表現している。このような未曾有の
状況における「対話的な学び」の実現について，初任
保健体育科教諭は悩み事を抱えていると考えられた。
　２点目は，生徒―生徒間，あるいは，生徒―教員間
の対話に関する悩み事である。例えば，教諭 B の語

表３　「主体的な学び」及び「対話的な学び」に関する悩み事の理論の分類
1 2 3

A

2
1

2

B

3

C

1

D

2

A

B

C

3

D
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表４　「深い学び」及び「その他」に関する悩み事の理論の分類
1 2 3

A

3

B

1

C

D

3

A

1

B

2

C

2

D

1
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りから，【対話的な学びにおける活発な意見交流の実
現】という構成概念が生成された。また，教諭 C に
対するインタビューの分析の結果，「初任保健体育科
教諭は，【生徒の回答から授業を展開する力量の不足】
を感じ，【対話的な学びの実現という理想とのギャッ
プ】に悩む」という理論が生成された。そもそも「対
話的な学び」は，グループワークやディスカッション
といった外形的な言語活動よりも，他の人や物，ある
いは自己との対話による，生徒個人の思考の内的な発
展を重視している（前嶋，2021）。そのため，「対話的
な学び」では，生徒―生徒間の対話に留まらず，生徒
―教員間の対話からも，新たな思考が生まれているか
どうかが問われる（埜崎，2021）。しかしながら，本
研究の結果からは，生徒同士の対話を活発にすること，
並びに，思考を促す発問に対する生徒の予想外の回答
への反応について，初任保健体育科教諭は悩んでいる
ことが窺えた。

３．「深い学び」の実現に関連する悩み事
　「深い学び」の実現に関連する悩み事は，「主体的な
学び」及び「対話的な学び」とは異なり，１年間悩み
続けた対象者がいた一方で，全く悩み事を抱えない者
もいた。まず，「深い学び」についての悩み事の実態
として，大きく３点考えられた。
　１点目は，授業導入の工夫である。例えば，教諭 B
はインタビューにおいて，【生徒の関心を掴んだ際の
思考の活発さ】と【生徒の関心を掴めなかった際の思
考の不活発さ】に触れている。つまり，授業導入にお
いて，生徒の関心を掴む事が「深い学び」の実現につ
ながると捉えている一方で，そのような導入を実施す
ることに難しさを感じていた。
　２点目は，授業の中心となる課題の設定である。教
諭 D は，【深い学びの実現に資する課題の創出】につ
いて，また，教諭 B は【単元を通した中心的課題の
設定と接近】についての悩み事を抱えていた。井上

（2021）は，生徒の「深い学び」につなげるために，
単元の内容の配列が重要であると指摘している。しか
しながら，単元全体を見通して課題を設定することに
対し，初任保健体育科教諭は悩んでいるようであった。
　３点目は，生徒が知識を習得する場面についてであ
る。例えば，教諭 A のインタビューの分析から，【知
識獲得場面における深い学びの実現の困難さ】という
構成概念が生成された。すなわち，教諭 A は，知識
を獲得する場面において，「深い学び」を実現させよ
うと悩んでいると捉えられる。しかしながら，「深い
学び」は習得・活用・探究の過程の中で実現されるも
のであるため（文部科学省，2017），知識を獲得する

場面と，それを基に生徒に思考させる場面を一体とし
て捉えることが重要であろう。
　他方で，悩み事を抱えていなかった対象者に着目し
てみると，四方田・岡出（2020）は体育の文脈におい
て，「もっとも，体育指導の自信や不安の自覚は実際
の指導力を反映するものとは限らない。体育指導に対
する関心がそもそも低く，現状に問題意識を感じない
ために不安も感じないという教師の存在も懸念され
る」（p.13）と述べている。そもそも「深い学び」は，「主
体的な学び」及び「対話的な学び」に比べ，どのよう
に実現できるのか，指導方法も子どもの姿もイメージ
しにくいといわれる（土佐ほか，2021）。加登本・辻

（2020）によって，小学校若手教員は，小学校中堅教
員・熟練教員と比較して，保健授業における「深い学
び」の実現に対する困難を抱えていることが明らかに
されている。その中で，本研究では，同時期に新規採
用された初任保健体育科教諭内においても，「深い学
び」に関する悩み事には，個人差があることが明らか
となった。この背景として，「深い学び」に関する悩
み事を抱えていなかった教諭 C は，導入における目
標の提示，発問頻度や発問に対する生徒の回答への反
応といった，基礎的な教授技術に関する悩み事を多く
抱えていたことが考えられる。つまり，初任教諭の意
識や資質・能力には個人差が見られるため（山田・榎，
2021），「深い学び」というイメージしずらいものに対
して，問題意識を感じていなかったと捉えられよう。

Ⅴ　総合考察

　ここまで，保健授業における「主体的学び」，「対話
的な学び」，「深い学び」それぞれについて，初任保健
体育科教諭が抱える悩み事の実態を検討してきた。最
後に，これらの悩み事の実態について，新規採用後１
年間の変化を総合的に検討したい。
　まず，新規採用後１年間の悩み事の質的変化である。
本研究においては，大きく２点のパターンが見られた。
　１点目は，教諭 A の【主体的に学習に取り組む態
度の欠如】に関する一連の悩み事のような，１年間を
通して解決されない，継続的なパターンである。自ら
の実践力が十分でないという認識を持っている若手教
諭が多い中で，職場での校内研修や教育行政主催の研
修だけでは多様な学びを得ることは難しいとされる

（阿曽・須田，2020）。さらに，この年は，新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大の影響により，初任者研修の
ほとんどがオンラインで実施され，初任教諭が集まっ
て研修を行う機会が少なかったという。そのため，１
年間継続されるような悩み事を軽減させるためには，
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公的な研修や初任教諭の自助努力のみならず，校内外
で気軽に意見を出し合える機会を，意図的・継続的に
設定していくこと（中妻，2021）が重要であろう。
　２点目は，新たな悩み事が出たり，さらに悩み事が
深まったりするパターンである。例えば，教諭 B は，
１学期において，【コロナ禍において求められたグルー
プ活動の制限】をはじめとする，実際に授業を行う際
の多様な悩み事を抱えていた。しかしながら，２学期
には【単元を通した中心的課題の設定と接近】や【授
業時数の制約を踏まえた学習内容の厳選の必要性】，

【次年度における良い導入の継続活用】といった，１
学期には全く表出されなかった，より広い視野におけ
る悩み事を抱えるようになっていた。このことから，
新規採用年度当初には，教室における保健授業実践と
いったミクロな悩み事が中心であり，徐々に単元や次
年度を見通した，マクロな悩み事に変化する可能性が
窺えた。このような刻々と変化する悩み事を軽減させ
るためには，本研究におけるインタビュー調査のよう
に，定期的に悩み事を他者に聞いてもらうことが重要
であろう。なぜなら，初任教諭は，研究やインタビュー
調査で自分の言葉で語ることで，自分の強みやよさを
実感し，教員としての仕事に自信を持つようになるか
らである（松田・安井，2021）。
　次に，新規採用後１年間の悩み事の量的変化である。
統計的な分析を実施したわけではないが，表３及び表
４から，学期を経るにつれ，インタビューの分析から
生成された構成概念及び理論の数が減少していること
が読み取れる。特に１学期終了時点において，初任保
健体育科教諭は多くの悩み事を抱えていることが窺え
た。一般に，初任教員は着任前に「漠然とした不安」
を抱え，着任直後１ヶ月で「生徒，同僚，保護者等と
の関係」，その後から「職務に関する自己のイメージ
と現実とのギャップ」に関して悩むという（斎藤ほか，
2009）。この悩み事と同様に，初任保健体育科教諭の
抱える保健授業に関する悩み事も，１年間という短い
スパンにおいて，質的にも，そして量的にも，変化す
ると考えられる。そのため，初任教諭の抱える悩み事
については，「若手期」あるいは「初任期」と一括り
にせず，より短い期間における悩み事を把握し，各時
期に応じた支援，あるいは，初任者研修などの公的研
修を構築していくことが必要であろう。

Ⅵ　まとめと今後の課題

　本研究の目的は，初任保健体育科教諭が抱える保健
授業についての悩み事の実態を，質的研究法を用いて
事例的に明らかにすることであった。本研究の結果，

以下の５点が明らかになった。
１） 初任保健体育科教諭は，保健授業における「主体

的な学び」に関連して，授業導入の工夫による生
徒の興味・関心の喚起及び授業の中心となる課題
の設定について，悩み事を抱えている。

２） 初任保健体育科教諭は，保健授業における「対話
的な学び」に関連して，コロナ禍における「対話
的な学び」，並びに，生徒―生徒間及び生徒―教
員間の対話について，悩み事を抱えている。

３） 初任保健体育科教諭は，保健授業における「深い
学び」に関連して，授業導入の工夫や授業の中心
となる課題の設定，生徒が知識を習得する場面に
ついて，悩み事を抱えている。

４） 初任保健体育科教諭が抱える保健授業についての
悩み事は，新規採用後１年間で，教室における保
健授業実践といったミクロな悩み事から，単元や
次年度を見通したマクロな悩み事に変化する傾向
がある。

５） 初任保健体育科教諭が抱える保健授業についての
悩み事は，着任直後の１学期が最も多く，新規採
用後１年間で減少する傾向がある。

　本研究の課題として，まず，対象者の少なさ及び対
象者の勤務する学校が特定の地域に限定されていたこ
とが挙げられる。本研究では，対象者全員が X 県の
中学校及び高等学校に勤務していたため，今後は他の
地域に勤務する教諭についても検討する必要があると
いえよう。次に，他教科の初任教諭や新型コロナウイ
ルス感染症感染拡大前後に新規採用された初任保健体
育科教諭の悩み事について調査・比較ができなかった
ことである。そのため，本研究で表出された悩み事が，
保健授業特有のものなのか，また，コロナ禍に関わら
ない初任保健体育科教諭に共通のものなのか，という
ことについて明らかにすることができなかった。そし
て，加登本ほか（2010）において，体育指導に積極的
に関与している教員と比較して，そうでない教員は全
般的に体育授業に関する悩み事の認知が高いことを示
している。本研究では，保健指導に積極的に関与して
いる教員こそ，悩み事の認知が高い可能性が窺えた。
本研究の対象者４名は全員が保健の授業改善に関心の
高い教員であったため，今後はこのような教員に対す
る支援方策を検討するとともに，関心に低い教員に対
する悩み事についても調査する必要があろう。

【注】

１）本研究では，教育職員免許法に依拠し，学校に勤
務し教育に従事している者を「教員」，そのうち，
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正規採用の教員を「教諭」と表記する。
２）本研究では，文部科学省の示す資料を参考に，教

員の能力や態度，性質などの総称については，中黒
なしの「資質能力」，児童生徒のものについては，
中黒ありの「資質・能力」と表記する。

３）加登本・辻（2020）及び岩田ほか（2012）は，教
職経験年数が１年目から５年目を「初任」と定義し
ている。しかしながら，これは教職経験年数から，「初
任」，「中堅」，「熟練」という３つのカテゴリー分け
を行うために用いられている定義であり，欧米の教
育分野における研究（例えば，DeMink-Carthew et 
al.，2017；Lofstrom et al.，2009）でいうところの

「novice」という用語に当たる。他方で，日本にお
いては，「初任者研修」という研修が広く知れ渡っ
ているように，新規採用１年目を「初任」と呼称す
ることが一般的であると考えられる。したがって，
本研究では，新規採用１年目を「初任」と定義し，
加登本・辻（2020）や岩田ほか（2012）をはじめと
する先行研究における「初任」は，便宜上「若手」
と表記する。
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